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Ⅰ．は じ め に
２０００年４月，北翔大学生涯学習システム学部芸術メ
ディア学科が発足し低音金管楽器であるチューバとユー
フォニアムが専門に学べる環境が北海道の地で整う事に
なった。１期生である学生がそれぞれユーフォニアム１
名，チューバ１名の入学があり音楽を専門に勉強するた
め本学への入学がこの演奏会の原点となった。吹奏楽や
オーケストラでの伴奏やハーモニーつくりを大きな役割
とされるこの２種類の楽器であるが独奏楽器や同じ楽器
同士の室内楽を中心に演奏する形態は全国でも大規模の
音楽大学でしか行われておらず，当時，北海道では唯一
のグループとして自負していた。今回の報告は単に１０周
年を記念する演奏会ではなく，北海道でのこの種の楽器
を専門的に学べる場所の提供であり東京以北で高等教育
機関での低音金管楽器教育の発展とそれらの演奏能力の
披露や楽器の知名度を高くするという大きな役割を果た
してきたグループであり活動であったことを明記した
い。
．過去の活動
これまで授業の一環として演奏活動を行い定期的な演
奏会の実施を２０００年から２００４年までは，大学学内で行っ
た。２００５年より北方圏学術情報センター「ポルト」をメ
インに行いより多くの方々へ低音楽器の魅力をアピール
できるよう大きな会場を利用した。
公式な演奏会として２００５年に行った演奏会では１０名の
チューバとユーフォニアムの履修生になり音楽大学と同
様の演奏プログラムを組むことができた。その後，毎
年，定期演奏会とし独奏とアンサンブルを組み合わせた
演奏会を中，高校生を含む吹奏楽ファンならびに一般の
お客様に本学の教育の成果を発表してきた。
．１０周年記念演奏会
チューバとユーフォニアムの履修生を迎え，本学学部
の発足１０周年を節目として記念演奏会を実施した。最初
に説明したが単なる１０周年を記念した演奏会ではなく，
北海道での教育的役割を果たした１０年を記念する演奏会
であることを明記したい。
この演奏会は現役学生と卒業生を交えた演奏会であり
独奏曲とアンサンブルを組み合わせた。卒業生の参加は
２期生，３期生，５期生，７期生の４名でありすでにプ
ロの奏者として演奏を職業にしていたり，教員として指
導にあたる者として人生を歩んでいる。日本全国，プロ
のオーケストラや吹奏楽団でチューバやユーフォニアム
の奏者として活動しているのは５０～６０人程度。このよう
な狭き門の中，私どもの卒業生が活躍できていることに
この１０周年記念演奏会の成果を感じ取っていただきた
い。
プログラムは３部構成であり１部が小アンサンブル，
２部は独奏，３部が出演者全員よる大編成の演奏であり
演奏曲目は下記になる。
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２０１１年２月に行ったチューバ・ユーフォニアムゼミ発足１０周年を記念した演奏会の報告。現
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写真１（Concert in Do 教員，卒業生，現役生）
プログラム
第１部のカルテット＆デュオステージでは現役学生に
よる４重奏の演奏が行われた。ユーフォニアム２本，
チューバ２本という編成に作曲されたり編曲されるのが
基本であり，メキシコ民謡であり多くの方が一度は耳に
したことがあるであろう「ラ・バンバ」をオープニング
に披露した。奏者一人一人が違うパートを担当してお
り，それぞれの演奏が明確に聞きとることができリズム
ある動きを楽しんでもらえた。また近年，日本人によ
る作品が多くなり今回は八木澤教司作曲による
「Rhapsody」を演奏した。１０数年前までは欧米の作曲
家の作品がほとんどで日本人によるものは，ごくわずか
であったことは残念であった。最後には，本来トラン
ペット２本とオーケストラの作品であるVivaldi 作曲の
Concerto in Do」を指導教員の千葉圭説と卒業生で陸
上自衛隊北部方面音楽隊チューバ奏者の木村大輔が加わ
り第１部を終了させた。
第２部はソロ＆デュオステージと題して現役学生と卒
業生２名による独奏と二重奏を披露した。１曲目は４年
生の坂本英美が伊藤康英作曲の「幻想変奏曲」を演奏，
アイヌの音楽をイメージした作風は日本人にとても親し
みやすく，また後半のテクニカルな部分はユーフォニア
ムの技術の高さを十分披露できる最高の演奏だった。次
に１部での出演した陸上自衛隊北部方面音楽隊チューバ
奏者の木村大輔がR．Szentpali 作曲の「Allegro Fuoco」
を演奏。とても歯切れのいい演奏で大きな楽器からは想
像できない高音域とスピード感ある音楽に聴衆は感動を
受けていた。３曲目は本学３期生で現在，陸上自衛隊第
９音楽隊ユーフォニアム奏者を務める木下利信が吹奏楽
の作品でも有名な P．Sparke 作曲の「Harlequin」を演
奏した。ユーフォニアムの甘く，優しく，豊なサウンド
を聴かせるとともに後半ではとてもテクニカルな表現で
客席を魅了した。２部最後には木下，木村２人によるデュ
オA．Baadsvik 作曲の「On A Little White Cloud」を
演奏。プロ奏者らしいすばらしい演奏で終了させた。
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写真２（ソロ ユーフォニアム）
写真（大編成アンサンブル）
第３部のステージは大編成による演奏で総勢１１人に
よる演奏でオリジナル作品である J．Stevens 作曲の
「Fanfare for Friend」でオープニング。ステージの床
が地響きするほどの大音量でファンファーレを演奏，中
学，高校等の吹奏楽部に所属している生徒さんはこのよ
うな演奏を初めて聴いた事でしょう。２曲目はG．
Faure 作曲の「Pavane」を演奏し，ゆったりした音楽
の流れに心地よく感じられる曲であり，ユーフォニアム
の豊かな響きがより安心感をあたえた。
最後はオーケストラの作品を編曲したものでG．Holst
作曲の惑星より「火星」を披露した。スネアドラムもこ
の大編成の演奏にプラスの効果をもたらし盛大にオーケ
ストラ作品らしい響きをチューバとユーフォニアムだけ
でつくりあげることができた。大小の様々な演奏があっ
た１部，２部の集大成としてこの最後の曲ですべての音
楽表現を披露できたことを奏者，観客が実感できたよう
に思う。
．ま と め
チューバとユーフォニアムだけの演奏会は近年，日本
でも盛んになり耳にする機会は増えてきた。しかし欧米
に比べるとその知名度はまだ低い。北海道の教育機関と
してこのような楽器を学べる場ができたことが大きな進
歩であるがより多くの人がこれらの楽器の演奏能力を理
解しピアノやヴァイオリン同様に音楽を楽しむことがで
きるように努力したい。
私ども１０周年記念演奏会は小さなイベントではあるが
今後の日本の音楽教育（低音金管楽器）の普及への第一
歩となり今後，チューバとユーフォニアムを愛好する
方々への意識変化へとつながる事が喜びであり，わずか
だがその任務が果たせたと信じている。今後，多くの教
育機関でもこの種の演奏会が増える事を期待し終わりに
する。
本研究は平成２３年度 北方圏学術センター研究補助を受
けて行われた。
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